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編集後記

このニュースレターを制作している時に、いつも編集をしてくださっている細井さんが災害級の台風に見舞われました。心や体、
経済やインフラなどの上に御守りがありますよう。
大きな天災が起こるたびにどうしてこんなことがと思わされます。ただ一方、罪もないのに十字架で死刑になられた主を覚えます。
誰よりも理不尽を知る方。そして主はその理不尽を栄光に変えられました。主よ来たりませ。（デザイナー北上郷一郎）
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

ビル＆栄子・スティーブンス師夫妻のために
　皆様のお祈りに支えられ守られていることを感謝いたします。
アメリカでの講演活動と、祈りの中で過ごされている栄子先生と
ご主人のビル先生の健康が守られ、さらなる油注ぎと霊的祝福が
ありますようお祈りください。
　今年からニュースレターの対談や黙示録セミナーの質疑応答形式
のプレミアムセミナーのお申し込みに応え、オンラインセミナーの
開催も随時、受け付けてまいります。日本の教会の霊的祝福がさらに
満ちあふれますようお祈りください。

オメガに与えられた使命と役割のために
　神様からのラブレターである聖書とイエス・キリストが再び来ら
れるという「再臨の福音」をさらに日本の人 と々世界の人々へ伝えて
いくことができるように。
　2022年2月号より新連載「シャローム

ニッポン

日本！」がスタートします。
すべての日本人に向けられている神様の愛を、創世記から黙示録
まで一貫した神のことばとして受け止め、学びます。そして、日本の
歴史や文化、現代の諸問題など様々な視点から、栄子・スティーブンス
先生と輪嶋東太郎氏のトークスタイルで伝える新しいスタイルの
福音伝道のニュースレター制作に挑戦します。共にお祈りください！

03 栄子・スティーブンス Voice From Revelation 黙示録シリーズ Vol.19 未来の預言―その11
DVD4枚組 上巻全540分/下巻564分
各¥2,750（税込）

『シャローム
  イスラエルⅠ』
DVD好評発売中！ 

ゼカリヤ書の預言と「二人の証人」

新連載「シャローム日本」 次号よりスタート ！
ニッポン

シャローム日本！
ニッポン

「神が愛されている日本を
  わたしたちも愛します！」

栄子・スティーブンス先生と
輪嶋東太郎氏による対談シリーズ
神様からのラブレターである『聖書』を愛する
日本の人々への分かりやすいバイブルトーク
乞うご期待！！

各￥2,000（税込）
2022年1月11日（火）まで
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栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 19

―その11未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）
牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで
活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。
2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ

（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに
拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として
幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」
セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミ
ナーDVD・CD・著書を出版。
いよいよ2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に
講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師
として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス
Profile

これまでのオメガの黙示録の学びは、2021年から4章に入り、今号で11章まで来ました。
未来の預言として、これまでのシリーズをおさらいとして以下にまとめておきます。

未来の預言①　天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）

未来の預言②　天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）

未来の預言③　ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）

未来の預言④　ダニエル書の70週の学び（ダニ9:24～27）

未来の預言⑤　大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）

未来の預言⑥　第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）

未来の預言⑦　第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）

未来の預言⑧　第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）

未来の預言⑨　第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）

未来の預言⑩　第3の災い：第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）

　
2022年も毎月、主を愛する心でさらに主を知り、黙示録を学ぶことによる天の御国の大いなる祝福に満たされますように。
主のご臨在が皆様お一人お一人とご家族、教会や地域の上にありますよう心からお祈り申し上げます。
さあ、今月は、ゼカリヤ書の預言とエルサレムに遣わされる二人の証人の預言について、共に学んでいきましょう。

ゼカリヤ書の預言と
「二人の証人」

新年のごあいさつ

新年明けましておめでとうございます。

黙示録の学びの祝福にあずかる恵み、また、皆様と共に歩める幸いを感謝します。

イエス様の生ける命の水が私たちに流れています。私たちが受け取った命の水が私たちからあふれ

流れ、一人ひとりが用いられ、日本にリバイバル、日本から世界に流れていきますように2022年も

共にお祈りいただけると幸いです。

今年も栄子先生が元気に使命を全うできますようお祈りください。オメガ・ジャパンを支えてくださる

皆様の祝福を心からお祈り申し上げます。

増山 浩史
オメガ・ジャパン理事長／
21世紀キリスト教会主任牧師 

ますやま ひろふみ
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7章 の14万4千 人 は、大 患 難 時 代、
主によって守られ、7年間の伝道を続け
ます。しかし、二人の証人の伝道活動は
3年半（1260日）だけです。神様から遣わ
された二人の証人は、荒布を着ています。

ダニエルは、ユダヤ人が間もなくバビ
ロン捕囚を終えて、エルサレムに帰還す
ることを、エレミヤの預言を通して知り
ました。そこでダニエルは、すぐに荒布
を着て、ユダヤ民族の悔い改めと預言の
成就のために、断食して祈り始めました。
荒布を着ることは、主の御前にへりくだ
り、主の御心を行うことです。

このエルサレムで伝道する二人の証人
は、ご再臨を間近に迎えていることを
知って、ユダヤ人の救いのため、そして、
世界の救いのために、主の御前にへりく
だっているのです。4節で、「彼らは全地

エルサレムに送られる
伝道師たち（新改訳第3版使用）

黙示録11章3節からは話題が変わって、
エルサレムに遣わされる「二人の証人」の
預言について見てみます。黙示録7章で
14万4千人の証人が、大患難時代の始
まりに、世界の四隅に遣わされ、数える
ことができないほどの異邦人が救われる
という預言が語られていました。そして、
同じ大患難時代の始まりに、エルサレム
に「二人の証人」が遣わされます。

第2の災いの、第6のラッパが終わっ
たところで、7年間の大患難時代の前半
が終わりました。黙示録11章では再び
大患難時代の始まりに戻り、第三神殿と
二人の証人の預言に話題が変わります。

黙示録11章3節と4節、「『それから、
わたしがわたしのふたりの証人に許すと、
彼らは荒布を着て千二百六十日の間預言
する。』彼らは全地の主の御前にある二本の
オリーブの木、また二つの燭台である」

　
3節で「わたしがわたしのふたりの証

人に許すと、彼らは荒布を着て千二百六
十日の間預言する」という1260日間とは、
聖書暦の3年半と同じです。私たちのカ
レンダーは、1年が365日の太陽暦です
が、聖書暦は1年が360日の太陰暦で
す。これは、7年間の大患難時代の前半
の1260日です。

荒布をまとい灰を被る 荒布を着ているユダヤ教徒 オリーブ油が注がれる 第二神殿のレプリカ（イスラエル博物館）

11節と12節でゼカリヤが質問してい
ます。「『燭台の右左にある、この二本の
オリーブの木は何ですか。』私は再び尋ね
て言った。『二本の金の管によって油を
そそぎ出すこのオリーブの二本の枝は何
ですか』」。 燭台の上部にある大きな鉢に、
金の管でつながっているオリーブの枝か
ら油が注ぎ出されています。御使いが、

「これらは、全地の主のそばに立つ、ふ
たりの油そそがれた者だ」（4:14）と言っ
ています。光がともされている燭台の両
側に立っている二人の油注がれた者とは、
主が全地に遣わされる二人のメシアです。
メシアとはヘブライ語で「油注がれた者」
と言います。ここで起こっていることを、
4章6節から見ていきましょう。

「権力によらず、
能力によらず、
わたしの霊によって」
ゼカリヤ書4章6節と7節、「すると彼
は、私に答えてこう言った。「これは、ゼ
ルバベルへの主のことばだ。『権力によ
らず、能力によらず、わたしの霊によっ
て』と万軍の主は仰せられる。大いなる
山よ。おまえは何者だ。ゼルバベルの前
で平地となれ。彼は、『恵みあれ。これに
恵みあれ』と叫びながら、かしら石を運
び出そう」

6節で、「これは、ゼルバベルへの主
のことばだ。『権力によらず、能力によら
ず、わたしの霊によって』」と、ゼルバベ
ルの祈りの答えを伝えています。彼が心
から望んで祈っている答えは、ダビデの
血筋である彼と大祭司ヨシュアの権勢に

ゼカリヤ書4章10節、「だれが、その
日を小さな事としてさげすんだのか。こ
れらは、ゼルバベルの手にある下げ振り
を見て喜ぼう。これらの七つは、全地を
行き巡る主の目である」とあります。それ
は、ゼルバベルの祈りと行いは小さなこ
とだと思われるかもしれませんが、これ
こそ大いなる出来事です。それもそのは
ず、第二神殿にイエス様がおいでになっ
たのですから。そして、メシアであるイ
エス様は人類を救済するため、十字架に
架かられたのです。

しかし、ユダヤ民族がイエス様を拒否
したため、民族的救いはこの時には成就
しませんでした。このゼカリヤ書の預言
の成就が、黙示録11章の二人の証人で
す。彼らによってユダヤ人の民族的救い
が始まるのです。ゼカリヤ書4章10節に、

「これらの七つは、全地を行き巡る主の
目である」と説明されています。七つの7
倍である49の光は、全地を見通すシャ
カイナグローリーだと考えられます。

黙示録11章5節、「彼らに害を加えよ
うとする者があれば、火が彼らの口から

出て、敵を滅ぼし尽くす。彼らに害を加え
ようとする者があれば、必ずこのように
殺される」とありますが、奇跡的な力が
この二人の証人であるメシアに与えられ
ています。彼らを殺そうとする者は、彼
らの口から出る火で必ず殺されるのです。

現在の社会でこのような事が起こった
場合、まずは世界中のジャーナリストが
やってきます。衛星放送やインターネッ
トなどを通して、世界中の人々がその光
景を見るでしょう。そして、二人の証人

の福音伝道は、世界中で誰もが聞きたく
ないと拒絶している言葉、「イエス・キリ
ストこそ唯一の真の神、天地万物の創造
主であり、人類の救い主です。十字架に
架かられ、あなた方の罪をあがなわれま
した。イエスを信じる者が救われるため
です」と語るのです。

それを聞いた多くの人々は、二人の証
人を殺そうとしますが、逆に殺されます。
その事が世界ニュースとなり、福音が全
世界に伝わって14万4千人の伝道師の
働きが前進することでしょう。こうして、
ゼルバベルの祈りが答えられ、ローマ人への
手紙11章26節の、「イスラエルはみな
救われる」のみことばが成就するのです。

終末時代に近くなったこの時代に生き
ている私たちも、ダニエルがユダヤ民族
の悔い改めのために祈ったように、また、
ゼルバベルの祈りが聞かれたように、日
本の人々の救いのためにさらに祈ってま
いりましょう。イエス様の愛で日本が覆
われますように。積年の祈りによって、
皆様のご家族やご友人たちが一日も早く
救われますように。

在主

の主の御前にある二本のオリーブの木、
また二つの燭台である」というのは、ゼ
カリヤ書で預言されている「二本のオ
リーブの木」に関連しています。

ゼカリヤ書4章1節から3節、「私と話
していた御使いが戻って来て、私を呼び
さましたので、私は眠りからさまされた
人のようであった。彼は私に言った。

『あなたは何を見ているのか。』そこで私
は答えた。『私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています。また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります』」

よらず、神殿を建てている技術者の能力に
よらず、神様の霊によって答えられるの
だと言っています。

7節で、「大いなる山よ。おまえは何
者だ。ゼルバベルの前で平地となれ」と
心を込めて祈っているゼルバベルに対し
て、大きな山もへりくだって平らになる
ほど彼を崇拝せよと神様が命令していま
す。いったいゼルバベルがどんな祈りを
して、神様が彼をこんなに高く上げてい
らっしゃるのでしょう。

7節で、「彼は、『恵みあれ。これに恵
みあれ』と叫びながら、かしら石を運び
出そう」と祈っています。ゼルバベルが、
第二神殿のかしら石を運びながら叫んで
いる祈りは、このかしら石に主の恵みが
あり、イスラエルが民族的にダビデ王の
時代のごとく、国中で主を礼拝するリバ
イバルが起こるようにと願っているのです。
震えるように願うゼルバベルの祈りが天
に届き、主の霊によって起こされる二人
の油注がれた者によって、必ず預言が成
就するのだと言っているのです。

これは、ユダヤ民族がバビロン捕囚か
らエルサレムへ帰還した時期の、BC538
年の出来事です。ユダ族ダビデの血筋で
ある総督ゼルバベルが、大祭司ヨシュア
と共に、第二神殿を再建し始めた時に与
えられた預言です。

2節で、「私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています」。ゼカリヤが見ているものは、
金で出来ている燭台の上部に49本の管
が通っており、49個のともしびがあると
思われます。この鉢の油によって、途切
れることのない49個のともしびは、神
様の栄光、シャカイナグローリーを表し
ているのでしょう。

3節で、「また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります」と書
かれています。この二本のオリーブの木
が、黙示録11章に現れる二人の証人で
す。

ゼカリヤ書4章11節から14節、「私
はまた、彼に尋ねて言った。『燭台の右
左にある、この二本のオリーブの木は何
ですか。』私は再び尋ねて言った。『二本
の金の管によって油をそそぎ出すこのオ
リーブの二本の枝は何ですか。』すると彼
は、私にこう言った。『あなたは、これら
が何か知らないのか。』私は言った。『主
よ。知りません。』彼は言った。『これら
は、全地の主のそばに立つ、ふたりの油
そそがれた者だ』」

(C)Ariely  Creative Commons Attribution 3.0 Unported

Photo by Sylvain Brison on Unsplash

(C)FreeBible images
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7章 の14万4千 人 は、大 患 難 時 代、
主によって守られ、7年間の伝道を続け
ます。しかし、二人の証人の伝道活動は
3年半（1260日）だけです。神様から遣わ
された二人の証人は、荒布を着ています。

ダニエルは、ユダヤ人が間もなくバビ
ロン捕囚を終えて、エルサレムに帰還す
ることを、エレミヤの預言を通して知り
ました。そこでダニエルは、すぐに荒布
を着て、ユダヤ民族の悔い改めと預言の
成就のために、断食して祈り始めました。
荒布を着ることは、主の御前にへりくだ
り、主の御心を行うことです。

このエルサレムで伝道する二人の証人
は、ご再臨を間近に迎えていることを
知って、ユダヤ人の救いのため、そして、
世界の救いのために、主の御前にへりく
だっているのです。4節で、「彼らは全地

エルサレムに送られる
伝道師たち（新改訳第3版使用）

黙示録11章3節からは話題が変わって、
エルサレムに遣わされる「二人の証人」の
預言について見てみます。黙示録7章で
14万4千人の証人が、大患難時代の始
まりに、世界の四隅に遣わされ、数える
ことができないほどの異邦人が救われる
という預言が語られていました。そして、
同じ大患難時代の始まりに、エルサレム
に「二人の証人」が遣わされます。

第2の災いの、第6のラッパが終わっ
たところで、7年間の大患難時代の前半
が終わりました。黙示録11章では再び
大患難時代の始まりに戻り、第三神殿と
二人の証人の預言に話題が変わります。

黙示録11章3節と4節、「『それから、
わたしがわたしのふたりの証人に許すと、
彼らは荒布を着て千二百六十日の間預言
する。』彼らは全地の主の御前にある二本の
オリーブの木、また二つの燭台である」

　
3節で「わたしがわたしのふたりの証

人に許すと、彼らは荒布を着て千二百六
十日の間預言する」という1260日間とは、
聖書暦の3年半と同じです。私たちのカ
レンダーは、1年が365日の太陽暦です
が、聖書暦は1年が360日の太陰暦で
す。これは、7年間の大患難時代の前半
の1260日です。

荒布をまとい灰を被る 荒布を着ているユダヤ教徒 オリーブ油が注がれる 第二神殿のレプリカ（イスラエル博物館）

11節と12節でゼカリヤが質問してい
ます。「『燭台の右左にある、この二本の
オリーブの木は何ですか。』私は再び尋ね
て言った。『二本の金の管によって油を
そそぎ出すこのオリーブの二本の枝は何
ですか』」。 燭台の上部にある大きな鉢に、
金の管でつながっているオリーブの枝か
ら油が注ぎ出されています。御使いが、

「これらは、全地の主のそばに立つ、ふ
たりの油そそがれた者だ」（4:14）と言っ
ています。光がともされている燭台の両
側に立っている二人の油注がれた者とは、
主が全地に遣わされる二人のメシアです。
メシアとはヘブライ語で「油注がれた者」
と言います。ここで起こっていることを、
4章6節から見ていきましょう。

「権力によらず、
能力によらず、
わたしの霊によって」
ゼカリヤ書4章6節と7節、「すると彼
は、私に答えてこう言った。「これは、ゼ
ルバベルへの主のことばだ。『権力によ
らず、能力によらず、わたしの霊によっ
て』と万軍の主は仰せられる。大いなる
山よ。おまえは何者だ。ゼルバベルの前
で平地となれ。彼は、『恵みあれ。これに
恵みあれ』と叫びながら、かしら石を運
び出そう」

6節で、「これは、ゼルバベルへの主
のことばだ。『権力によらず、能力によら
ず、わたしの霊によって』」と、ゼルバベ
ルの祈りの答えを伝えています。彼が心
から望んで祈っている答えは、ダビデの
血筋である彼と大祭司ヨシュアの権勢に

ゼカリヤ書4章10節、「だれが、その
日を小さな事としてさげすんだのか。こ
れらは、ゼルバベルの手にある下げ振り
を見て喜ぼう。これらの七つは、全地を
行き巡る主の目である」とあります。それ
は、ゼルバベルの祈りと行いは小さなこ
とだと思われるかもしれませんが、これ
こそ大いなる出来事です。それもそのは
ず、第二神殿にイエス様がおいでになっ
たのですから。そして、メシアであるイ
エス様は人類を救済するため、十字架に
架かられたのです。

しかし、ユダヤ民族がイエス様を拒否
したため、民族的救いはこの時には成就
しませんでした。このゼカリヤ書の預言
の成就が、黙示録11章の二人の証人で
す。彼らによってユダヤ人の民族的救い
が始まるのです。ゼカリヤ書4章10節に、

「これらの七つは、全地を行き巡る主の
目である」と説明されています。七つの7
倍である49の光は、全地を見通すシャ
カイナグローリーだと考えられます。

黙示録11章5節、「彼らに害を加えよ
うとする者があれば、火が彼らの口から

出て、敵を滅ぼし尽くす。彼らに害を加え
ようとする者があれば、必ずこのように
殺される」とありますが、奇跡的な力が
この二人の証人であるメシアに与えられ
ています。彼らを殺そうとする者は、彼
らの口から出る火で必ず殺されるのです。

現在の社会でこのような事が起こった
場合、まずは世界中のジャーナリストが
やってきます。衛星放送やインターネッ
トなどを通して、世界中の人々がその光
景を見るでしょう。そして、二人の証人

の福音伝道は、世界中で誰もが聞きたく
ないと拒絶している言葉、「イエス・キリ
ストこそ唯一の真の神、天地万物の創造
主であり、人類の救い主です。十字架に
架かられ、あなた方の罪をあがなわれま
した。イエスを信じる者が救われるため
です」と語るのです。

それを聞いた多くの人々は、二人の証
人を殺そうとしますが、逆に殺されます。
その事が世界ニュースとなり、福音が全
世界に伝わって14万4千人の伝道師の
働きが前進することでしょう。こうして、
ゼルバベルの祈りが答えられ、ローマ人への
手紙11章26節の、「イスラエルはみな
救われる」のみことばが成就するのです。

終末時代に近くなったこの時代に生き
ている私たちも、ダニエルがユダヤ民族
の悔い改めのために祈ったように、また、
ゼルバベルの祈りが聞かれたように、日
本の人々の救いのためにさらに祈ってま
いりましょう。イエス様の愛で日本が覆
われますように。積年の祈りによって、
皆様のご家族やご友人たちが一日も早く
救われますように。

在主

の主の御前にある二本のオリーブの木、
また二つの燭台である」というのは、ゼ
カリヤ書で預言されている「二本のオ
リーブの木」に関連しています。

ゼカリヤ書4章1節から3節、「私と話
していた御使いが戻って来て、私を呼び
さましたので、私は眠りからさまされた
人のようであった。彼は私に言った。

『あなたは何を見ているのか。』そこで私
は答えた。『私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています。また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります』」

よらず、神殿を建てている技術者の能力に
よらず、神様の霊によって答えられるの
だと言っています。

7節で、「大いなる山よ。おまえは何
者だ。ゼルバベルの前で平地となれ」と
心を込めて祈っているゼルバベルに対し
て、大きな山もへりくだって平らになる
ほど彼を崇拝せよと神様が命令していま
す。いったいゼルバベルがどんな祈りを
して、神様が彼をこんなに高く上げてい
らっしゃるのでしょう。

7節で、「彼は、『恵みあれ。これに恵
みあれ』と叫びながら、かしら石を運び
出そう」と祈っています。ゼルバベルが、
第二神殿のかしら石を運びながら叫んで
いる祈りは、このかしら石に主の恵みが
あり、イスラエルが民族的にダビデ王の
時代のごとく、国中で主を礼拝するリバ
イバルが起こるようにと願っているのです。
震えるように願うゼルバベルの祈りが天
に届き、主の霊によって起こされる二人
の油注がれた者によって、必ず預言が成
就するのだと言っているのです。

これは、ユダヤ民族がバビロン捕囚か
らエルサレムへ帰還した時期の、BC538
年の出来事です。ユダ族ダビデの血筋で
ある総督ゼルバベルが、大祭司ヨシュア
と共に、第二神殿を再建し始めた時に与
えられた預言です。

2節で、「私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています」。ゼカリヤが見ているものは、
金で出来ている燭台の上部に49本の管
が通っており、49個のともしびがあると
思われます。この鉢の油によって、途切
れることのない49個のともしびは、神
様の栄光、シャカイナグローリーを表し
ているのでしょう。

3節で、「また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります」と書
かれています。この二本のオリーブの木
が、黙示録11章に現れる二人の証人で
す。

ゼカリヤ書4章11節から14節、「私
はまた、彼に尋ねて言った。『燭台の右
左にある、この二本のオリーブの木は何
ですか。』私は再び尋ねて言った。『二本
の金の管によって油をそそぎ出すこのオ
リーブの二本の枝は何ですか。』すると彼
は、私にこう言った。『あなたは、これら
が何か知らないのか。』私は言った。『主
よ。知りません。』彼は言った。『これら
は、全地の主のそばに立つ、ふたりの油
そそがれた者だ』」

(C)Ariely  Creative Commons Attribution 3.0 Unported

Photo by Sylvain Brison on Unsplash

(C)FreeBible images
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7章 の14万4千 人 は、大 患 難 時 代、
主によって守られ、7年間の伝道を続け
ます。しかし、二人の証人の伝道活動は
3年半（1260日）だけです。神様から遣わ
された二人の証人は、荒布を着ています。

ダニエルは、ユダヤ人が間もなくバビ
ロン捕囚を終えて、エルサレムに帰還す
ることを、エレミヤの預言を通して知り
ました。そこでダニエルは、すぐに荒布
を着て、ユダヤ民族の悔い改めと預言の
成就のために、断食して祈り始めました。
荒布を着ることは、主の御前にへりくだ
り、主の御心を行うことです。

このエルサレムで伝道する二人の証人
は、ご再臨を間近に迎えていることを
知って、ユダヤ人の救いのため、そして、
世界の救いのために、主の御前にへりく
だっているのです。4節で、「彼らは全地

エルサレムに送られる
伝道師たち（新改訳第3版使用）

黙示録11章3節からは話題が変わって、
エルサレムに遣わされる「二人の証人」の
預言について見てみます。黙示録7章で
14万4千人の証人が、大患難時代の始
まりに、世界の四隅に遣わされ、数える
ことができないほどの異邦人が救われる
という預言が語られていました。そして、
同じ大患難時代の始まりに、エルサレム
に「二人の証人」が遣わされます。

第2の災いの、第6のラッパが終わっ
たところで、7年間の大患難時代の前半
が終わりました。黙示録11章では再び
大患難時代の始まりに戻り、第三神殿と
二人の証人の預言に話題が変わります。

黙示録11章3節と4節、「『それから、
わたしがわたしのふたりの証人に許すと、
彼らは荒布を着て千二百六十日の間預言
する。』彼らは全地の主の御前にある二本の
オリーブの木、また二つの燭台である」

　
3節で「わたしがわたしのふたりの証

人に許すと、彼らは荒布を着て千二百六
十日の間預言する」という1260日間とは、
聖書暦の3年半と同じです。私たちのカ
レンダーは、1年が365日の太陽暦です
が、聖書暦は1年が360日の太陰暦で
す。これは、7年間の大患難時代の前半
の1260日です。

ゴールは
イエスキリストの栄光の光

万軍の主よ、あなたのいますところは、どれほど愛されていることでしょう。

主の庭を慕って、わたしの魂は絶え入りそうです。命の神に向かって、わたしの身も心も叫びます。あなたの

祭壇に、鳥は住みかを作り、つばめは巣をかけて、雛を置いています。

万軍の主、わたしの王、わたしの神よ。いかに幸いなことでしょう、あなたの家に住むことができるなら、

まして、あなたを賛美することができるなら。

いかに幸いなことでしょう。あなたによって勇気を出し、心に広い道を見ている人は。

嘆きの谷を通るときも、そこを泉とするでしょう。雨も降り、祝福で覆ってくれるでしょう。

詩編84編2～7節（新共同訳）

2022年、主の特別な恵みの年となりますよう心よりお祈り申し上げます。

私たちは、激動の時代を通過していますが、主の愛は、人を創造されたその日から、神の国の完成する

その日まで、一瞬たりとも一秒たりとも途切れることのない愛です。

その愛のうちにとどまり、主の道を歩み続ける時、嘆きは喜びへ、涙は賛美へ変えられていきます。さらに、

聖霊の助けと導きによって、主の大庭へ、至聖所へと招かれ、主との祈りの交わりのうちに生きる者として、

永遠の命に至る道が開かれます。

その道のゴールは、イエス・キリストの栄光の光です。

2022年、オメガのすべての歩みが主の愛の道を歩き、みことばがその道の光となって、神が愛される日本

の天の扉が開き、大いなる恵みの雨が降り注ぎますよう、新しい年も霊と真心をもって、共に主にお仕えして

まいりたいと思います。

あなたの庭で過ごす一日は千日にまさる恵みです。主に逆らう者の天幕で長らえるよりは、わたしの神の家の

門口に立っているのを選びます。主は太陽、盾。神は恵み、栄光。完全な道を歩く人に主は与え、良いものを

拒もうとはなさいません。万軍の主よ、あなたに依り頼む人は、いかに幸いなことでしょう。

詩編84編11～13節（新共同訳）

ローマ人への手紙11章26節

11節と12節でゼカリヤが質問してい
ます。「『燭台の右左にある、この二本の
オリーブの木は何ですか。』私は再び尋ね
て言った。『二本の金の管によって油を
そそぎ出すこのオリーブの二本の枝は何
ですか』」。 燭台の上部にある大きな鉢に、
金の管でつながっているオリーブの枝か
ら油が注ぎ出されています。御使いが、

「これらは、全地の主のそばに立つ、ふ
たりの油そそがれた者だ」（4:14）と言っ
ています。光がともされている燭台の両
側に立っている二人の油注がれた者とは、
主が全地に遣わされる二人のメシアです。
メシアとはヘブライ語で「油注がれた者」
と言います。ここで起こっていることを、
4章6節から見ていきましょう。

「権力によらず、
能力によらず、
わたしの霊によって」
ゼカリヤ書4章6節と7節、「すると彼
は、私に答えてこう言った。「これは、ゼ
ルバベルへの主のことばだ。『権力によ
らず、能力によらず、わたしの霊によっ
て』と万軍の主は仰せられる。大いなる
山よ。おまえは何者だ。ゼルバベルの前
で平地となれ。彼は、『恵みあれ。これに
恵みあれ』と叫びながら、かしら石を運
び出そう」

6節で、「これは、ゼルバベルへの主
のことばだ。『権力によらず、能力によら
ず、わたしの霊によって』」と、ゼルバベ
ルの祈りの答えを伝えています。彼が心
から望んで祈っている答えは、ダビデの
血筋である彼と大祭司ヨシュアの権勢に

ゼカリヤ書4章10節、「だれが、その
日を小さな事としてさげすんだのか。こ
れらは、ゼルバベルの手にある下げ振り
を見て喜ぼう。これらの七つは、全地を
行き巡る主の目である」とあります。それ
は、ゼルバベルの祈りと行いは小さなこ
とだと思われるかもしれませんが、これ
こそ大いなる出来事です。それもそのは
ず、第二神殿にイエス様がおいでになっ
たのですから。そして、メシアであるイ
エス様は人類を救済するため、十字架に
架かられたのです。

しかし、ユダヤ民族がイエス様を拒否
したため、民族的救いはこの時には成就
しませんでした。このゼカリヤ書の預言
の成就が、黙示録11章の二人の証人で
す。彼らによってユダヤ人の民族的救い
が始まるのです。ゼカリヤ書4章10節に、

「これらの七つは、全地を行き巡る主の
目である」と説明されています。七つの7
倍である49の光は、全地を見通すシャ
カイナグローリーだと考えられます。

黙示録11章5節、「彼らに害を加えよ
うとする者があれば、火が彼らの口から

出て、敵を滅ぼし尽くす。彼らに害を加え
ようとする者があれば、必ずこのように
殺される」とありますが、奇跡的な力が
この二人の証人であるメシアに与えられ
ています。彼らを殺そうとする者は、彼
らの口から出る火で必ず殺されるのです。

現在の社会でこのような事が起こった
場合、まずは世界中のジャーナリストが
やってきます。衛星放送やインターネッ
トなどを通して、世界中の人々がその光
景を見るでしょう。そして、二人の証人

の福音伝道は、世界中で誰もが聞きたく
ないと拒絶している言葉、「イエス・キリ
ストこそ唯一の真の神、天地万物の創造
主であり、人類の救い主です。十字架に
架かられ、あなた方の罪をあがなわれま
した。イエスを信じる者が救われるため
です」と語るのです。

それを聞いた多くの人々は、二人の証
人を殺そうとしますが、逆に殺されます。
その事が世界ニュースとなり、福音が全
世界に伝わって14万4千人の伝道師の
働きが前進することでしょう。こうして、
ゼルバベルの祈りが答えられ、ローマ人への
手紙11章26節の、「イスラエルはみな
救われる」のみことばが成就するのです。

終末時代に近くなったこの時代に生き
ている私たちも、ダニエルがユダヤ民族
の悔い改めのために祈ったように、また、
ゼルバベルの祈りが聞かれたように、日
本の人々の救いのためにさらに祈ってま
いりましょう。イエス様の愛で日本が覆
われますように。積年の祈りによって、
皆様のご家族やご友人たちが一日も早く
救われますように。

在主

の主の御前にある二本のオリーブの木、
また二つの燭台である」というのは、ゼ
カリヤ書で預言されている「二本のオ
リーブの木」に関連しています。

ゼカリヤ書4章1節から3節、「私と話
していた御使いが戻って来て、私を呼び
さましたので、私は眠りからさまされた
人のようであった。彼は私に言った。

『あなたは何を見ているのか。』そこで私
は答えた。『私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています。また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります』」

こうして、イスラエルはみな救われるのです。

よらず、神殿を建てている技術者の能力に
よらず、神様の霊によって答えられるの
だと言っています。

7節で、「大いなる山よ。おまえは何
者だ。ゼルバベルの前で平地となれ」と
心を込めて祈っているゼルバベルに対し
て、大きな山もへりくだって平らになる
ほど彼を崇拝せよと神様が命令していま
す。いったいゼルバベルがどんな祈りを
して、神様が彼をこんなに高く上げてい
らっしゃるのでしょう。

7節で、「彼は、『恵みあれ。これに恵
みあれ』と叫びながら、かしら石を運び
出そう」と祈っています。ゼルバベルが、
第二神殿のかしら石を運びながら叫んで
いる祈りは、このかしら石に主の恵みが
あり、イスラエルが民族的にダビデ王の
時代のごとく、国中で主を礼拝するリバ
イバルが起こるようにと願っているのです。
震えるように願うゼルバベルの祈りが天
に届き、主の霊によって起こされる二人
の油注がれた者によって、必ず預言が成
就するのだと言っているのです。

2022年1月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

これは、ユダヤ民族がバビロン捕囚か
らエルサレムへ帰還した時期の、BC538
年の出来事です。ユダ族ダビデの血筋で
ある総督ゼルバベルが、大祭司ヨシュア
と共に、第二神殿を再建し始めた時に与
えられた預言です。

2節で、「私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています」。ゼカリヤが見ているものは、
金で出来ている燭台の上部に49本の管
が通っており、49個のともしびがあると
思われます。この鉢の油によって、途切
れることのない49個のともしびは、神
様の栄光、シャカイナグローリーを表し
ているのでしょう。

3節で、「また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります」と書
かれています。この二本のオリーブの木
が、黙示録11章に現れる二人の証人で
す。

ゼカリヤ書4章11節から14節、「私
はまた、彼に尋ねて言った。『燭台の右
左にある、この二本のオリーブの木は何
ですか。』私は再び尋ねて言った。『二本
の金の管によって油をそそぎ出すこのオ
リーブの二本の枝は何ですか。』すると彼
は、私にこう言った。『あなたは、これら
が何か知らないのか。』私は言った。『主
よ。知りません。』彼は言った。『これら
は、全地の主のそばに立つ、ふたりの油
そそがれた者だ』」

(C)FreeBible images
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7章 の14万4千 人 は、大 患 難 時 代、
主によって守られ、7年間の伝道を続け
ます。しかし、二人の証人の伝道活動は
3年半（1260日）だけです。神様から遣わ
された二人の証人は、荒布を着ています。

ダニエルは、ユダヤ人が間もなくバビ
ロン捕囚を終えて、エルサレムに帰還す
ることを、エレミヤの預言を通して知り
ました。そこでダニエルは、すぐに荒布
を着て、ユダヤ民族の悔い改めと預言の
成就のために、断食して祈り始めました。
荒布を着ることは、主の御前にへりくだ
り、主の御心を行うことです。

このエルサレムで伝道する二人の証人
は、ご再臨を間近に迎えていることを
知って、ユダヤ人の救いのため、そして、
世界の救いのために、主の御前にへりく
だっているのです。4節で、「彼らは全地

エルサレムに送られる
伝道師たち（新改訳第3版使用）

黙示録11章3節からは話題が変わって、
エルサレムに遣わされる「二人の証人」の
預言について見てみます。黙示録7章で
14万4千人の証人が、大患難時代の始
まりに、世界の四隅に遣わされ、数える
ことができないほどの異邦人が救われる
という預言が語られていました。そして、
同じ大患難時代の始まりに、エルサレム
に「二人の証人」が遣わされます。

第2の災いの、第6のラッパが終わっ
たところで、7年間の大患難時代の前半
が終わりました。黙示録11章では再び
大患難時代の始まりに戻り、第三神殿と
二人の証人の預言に話題が変わります。

黙示録11章3節と4節、「『それから、
わたしがわたしのふたりの証人に許すと、
彼らは荒布を着て千二百六十日の間預言
する。』彼らは全地の主の御前にある二本の
オリーブの木、また二つの燭台である」

　
3節で「わたしがわたしのふたりの証

人に許すと、彼らは荒布を着て千二百六
十日の間預言する」という1260日間とは、
聖書暦の3年半と同じです。私たちのカ
レンダーは、1年が365日の太陽暦です
が、聖書暦は1年が360日の太陰暦で
す。これは、7年間の大患難時代の前半
の1260日です。

ゴールは
イエスキリストの栄光の光

万軍の主よ、あなたのいますところは、どれほど愛されていることでしょう。

主の庭を慕って、わたしの魂は絶え入りそうです。命の神に向かって、わたしの身も心も叫びます。あなたの

祭壇に、鳥は住みかを作り、つばめは巣をかけて、雛を置いています。

万軍の主、わたしの王、わたしの神よ。いかに幸いなことでしょう、あなたの家に住むことができるなら、

まして、あなたを賛美することができるなら。

いかに幸いなことでしょう。あなたによって勇気を出し、心に広い道を見ている人は。

嘆きの谷を通るときも、そこを泉とするでしょう。雨も降り、祝福で覆ってくれるでしょう。

詩編84編2～7節（新共同訳）

2022年、主の特別な恵みの年となりますよう心よりお祈り申し上げます。

私たちは、激動の時代を通過していますが、主の愛は、人を創造されたその日から、神の国の完成する

その日まで、一瞬たりとも一秒たりとも途切れることのない愛です。

その愛のうちにとどまり、主の道を歩み続ける時、嘆きは喜びへ、涙は賛美へ変えられていきます。さらに、

聖霊の助けと導きによって、主の大庭へ、至聖所へと招かれ、主との祈りの交わりのうちに生きる者として、

永遠の命に至る道が開かれます。

その道のゴールは、イエス・キリストの栄光の光です。

2022年、オメガのすべての歩みが主の愛の道を歩き、みことばがその道の光となって、神が愛される日本

の天の扉が開き、大いなる恵みの雨が降り注ぎますよう、新しい年も霊と真心をもって、共に主にお仕えして

まいりたいと思います。

あなたの庭で過ごす一日は千日にまさる恵みです。主に逆らう者の天幕で長らえるよりは、わたしの神の家の

門口に立っているのを選びます。主は太陽、盾。神は恵み、栄光。完全な道を歩く人に主は与え、良いものを

拒もうとはなさいません。万軍の主よ、あなたに依り頼む人は、いかに幸いなことでしょう。

詩編84編11～13節（新共同訳）

ローマ人への手紙11章26節

11節と12節でゼカリヤが質問してい
ます。「『燭台の右左にある、この二本の
オリーブの木は何ですか。』私は再び尋ね
て言った。『二本の金の管によって油を
そそぎ出すこのオリーブの二本の枝は何
ですか』」。 燭台の上部にある大きな鉢に、
金の管でつながっているオリーブの枝か
ら油が注ぎ出されています。御使いが、

「これらは、全地の主のそばに立つ、ふ
たりの油そそがれた者だ」（4:14）と言っ
ています。光がともされている燭台の両
側に立っている二人の油注がれた者とは、
主が全地に遣わされる二人のメシアです。
メシアとはヘブライ語で「油注がれた者」
と言います。ここで起こっていることを、
4章6節から見ていきましょう。

「権力によらず、
能力によらず、
わたしの霊によって」
ゼカリヤ書4章6節と7節、「すると彼
は、私に答えてこう言った。「これは、ゼ
ルバベルへの主のことばだ。『権力によ
らず、能力によらず、わたしの霊によっ
て』と万軍の主は仰せられる。大いなる
山よ。おまえは何者だ。ゼルバベルの前
で平地となれ。彼は、『恵みあれ。これに
恵みあれ』と叫びながら、かしら石を運
び出そう」

6節で、「これは、ゼルバベルへの主
のことばだ。『権力によらず、能力によら
ず、わたしの霊によって』」と、ゼルバベ
ルの祈りの答えを伝えています。彼が心
から望んで祈っている答えは、ダビデの
血筋である彼と大祭司ヨシュアの権勢に

ゼカリヤ書4章10節、「だれが、その
日を小さな事としてさげすんだのか。こ
れらは、ゼルバベルの手にある下げ振り
を見て喜ぼう。これらの七つは、全地を
行き巡る主の目である」とあります。それ
は、ゼルバベルの祈りと行いは小さなこ
とだと思われるかもしれませんが、これ
こそ大いなる出来事です。それもそのは
ず、第二神殿にイエス様がおいでになっ
たのですから。そして、メシアであるイ
エス様は人類を救済するため、十字架に
架かられたのです。

しかし、ユダヤ民族がイエス様を拒否
したため、民族的救いはこの時には成就
しませんでした。このゼカリヤ書の預言
の成就が、黙示録11章の二人の証人で
す。彼らによってユダヤ人の民族的救い
が始まるのです。ゼカリヤ書4章10節に、

「これらの七つは、全地を行き巡る主の
目である」と説明されています。七つの7
倍である49の光は、全地を見通すシャ
カイナグローリーだと考えられます。

黙示録11章5節、「彼らに害を加えよ
うとする者があれば、火が彼らの口から

出て、敵を滅ぼし尽くす。彼らに害を加え
ようとする者があれば、必ずこのように
殺される」とありますが、奇跡的な力が
この二人の証人であるメシアに与えられ
ています。彼らを殺そうとする者は、彼
らの口から出る火で必ず殺されるのです。

現在の社会でこのような事が起こった
場合、まずは世界中のジャーナリストが
やってきます。衛星放送やインターネッ
トなどを通して、世界中の人々がその光
景を見るでしょう。そして、二人の証人

の福音伝道は、世界中で誰もが聞きたく
ないと拒絶している言葉、「イエス・キリ
ストこそ唯一の真の神、天地万物の創造
主であり、人類の救い主です。十字架に
架かられ、あなた方の罪をあがなわれま
した。イエスを信じる者が救われるため
です」と語るのです。

それを聞いた多くの人々は、二人の証
人を殺そうとしますが、逆に殺されます。
その事が世界ニュースとなり、福音が全
世界に伝わって14万4千人の伝道師の
働きが前進することでしょう。こうして、
ゼルバベルの祈りが答えられ、ローマ人への
手紙11章26節の、「イスラエルはみな
救われる」のみことばが成就するのです。

終末時代に近くなったこの時代に生き
ている私たちも、ダニエルがユダヤ民族
の悔い改めのために祈ったように、また、
ゼルバベルの祈りが聞かれたように、日
本の人々の救いのためにさらに祈ってま
いりましょう。イエス様の愛で日本が覆
われますように。積年の祈りによって、
皆様のご家族やご友人たちが一日も早く
救われますように。

在主

の主の御前にある二本のオリーブの木、
また二つの燭台である」というのは、ゼ
カリヤ書で預言されている「二本のオ
リーブの木」に関連しています。

ゼカリヤ書4章1節から3節、「私と話
していた御使いが戻って来て、私を呼び
さましたので、私は眠りからさまされた
人のようであった。彼は私に言った。

『あなたは何を見ているのか。』そこで私
は答えた。『私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています。また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります』」

こうして、イスラエルはみな救われるのです。

よらず、神殿を建てている技術者の能力に
よらず、神様の霊によって答えられるの
だと言っています。

7節で、「大いなる山よ。おまえは何
者だ。ゼルバベルの前で平地となれ」と
心を込めて祈っているゼルバベルに対し
て、大きな山もへりくだって平らになる
ほど彼を崇拝せよと神様が命令していま
す。いったいゼルバベルがどんな祈りを
して、神様が彼をこんなに高く上げてい
らっしゃるのでしょう。

7節で、「彼は、『恵みあれ。これに恵
みあれ』と叫びながら、かしら石を運び
出そう」と祈っています。ゼルバベルが、
第二神殿のかしら石を運びながら叫んで
いる祈りは、このかしら石に主の恵みが
あり、イスラエルが民族的にダビデ王の
時代のごとく、国中で主を礼拝するリバ
イバルが起こるようにと願っているのです。
震えるように願うゼルバベルの祈りが天
に届き、主の霊によって起こされる二人
の油注がれた者によって、必ず預言が成
就するのだと言っているのです。

2022年1月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

これは、ユダヤ民族がバビロン捕囚か
らエルサレムへ帰還した時期の、BC538
年の出来事です。ユダ族ダビデの血筋で
ある総督ゼルバベルが、大祭司ヨシュア
と共に、第二神殿を再建し始めた時に与
えられた預言です。

2節で、「私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています」。ゼカリヤが見ているものは、
金で出来ている燭台の上部に49本の管
が通っており、49個のともしびがあると
思われます。この鉢の油によって、途切
れることのない49個のともしびは、神
様の栄光、シャカイナグローリーを表し
ているのでしょう。

3節で、「また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります」と書
かれています。この二本のオリーブの木
が、黙示録11章に現れる二人の証人で
す。

ゼカリヤ書4章11節から14節、「私
はまた、彼に尋ねて言った。『燭台の右
左にある、この二本のオリーブの木は何
ですか。』私は再び尋ねて言った。『二本
の金の管によって油をそそぎ出すこのオ
リーブの二本の枝は何ですか。』すると彼
は、私にこう言った。『あなたは、これら
が何か知らないのか。』私は言った。『主
よ。知りません。』彼は言った。『これら
は、全地の主のそばに立つ、ふたりの油
そそがれた者だ』」

(C)FreeBible images
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7章 の14万4千 人 は、大 患 難 時 代、
主によって守られ、7年間の伝道を続け
ます。しかし、二人の証人の伝道活動は
3年半（1260日）だけです。神様から遣わ
された二人の証人は、荒布を着ています。

ダニエルは、ユダヤ人が間もなくバビ
ロン捕囚を終えて、エルサレムに帰還す
ることを、エレミヤの預言を通して知り
ました。そこでダニエルは、すぐに荒布
を着て、ユダヤ民族の悔い改めと預言の
成就のために、断食して祈り始めました。
荒布を着ることは、主の御前にへりくだ
り、主の御心を行うことです。

このエルサレムで伝道する二人の証人
は、ご再臨を間近に迎えていることを
知って、ユダヤ人の救いのため、そして、
世界の救いのために、主の御前にへりく
だっているのです。4節で、「彼らは全地

エルサレムに送られる
伝道師たち（新改訳第3版使用）

黙示録11章3節からは話題が変わって、
エルサレムに遣わされる「二人の証人」の
預言について見てみます。黙示録7章で
14万4千人の証人が、大患難時代の始
まりに、世界の四隅に遣わされ、数える
ことができないほどの異邦人が救われる
という預言が語られていました。そして、
同じ大患難時代の始まりに、エルサレム
に「二人の証人」が遣わされます。

第2の災いの、第6のラッパが終わっ
たところで、7年間の大患難時代の前半
が終わりました。黙示録11章では再び
大患難時代の始まりに戻り、第三神殿と
二人の証人の預言に話題が変わります。

黙示録11章3節と4節、「『それから、
わたしがわたしのふたりの証人に許すと、
彼らは荒布を着て千二百六十日の間預言
する。』彼らは全地の主の御前にある二本の
オリーブの木、また二つの燭台である」

　
3節で「わたしがわたしのふたりの証

人に許すと、彼らは荒布を着て千二百六
十日の間預言する」という1260日間とは、
聖書暦の3年半と同じです。私たちのカ
レンダーは、1年が365日の太陽暦です
が、聖書暦は1年が360日の太陰暦で
す。これは、7年間の大患難時代の前半
の1260日です。

ゴールは
イエスキリストの栄光の光

万軍の主よ、あなたのいますところは、どれほど愛されていることでしょう。

主の庭を慕って、わたしの魂は絶え入りそうです。命の神に向かって、わたしの身も心も叫びます。あなたの

祭壇に、鳥は住みかを作り、つばめは巣をかけて、雛を置いています。

万軍の主、わたしの王、わたしの神よ。いかに幸いなことでしょう、あなたの家に住むことができるなら、

まして、あなたを賛美することができるなら。

いかに幸いなことでしょう。あなたによって勇気を出し、心に広い道を見ている人は。

嘆きの谷を通るときも、そこを泉とするでしょう。雨も降り、祝福で覆ってくれるでしょう。

詩編84編2～7節（新共同訳）

2022年、主の特別な恵みの年となりますよう心よりお祈り申し上げます。

私たちは、激動の時代を通過していますが、主の愛は、人を創造されたその日から、神の国の完成する

その日まで、一瞬たりとも一秒たりとも途切れることのない愛です。

その愛のうちにとどまり、主の道を歩み続ける時、嘆きは喜びへ、涙は賛美へ変えられていきます。さらに、

聖霊の助けと導きによって、主の大庭へ、至聖所へと招かれ、主との祈りの交わりのうちに生きる者として、

永遠の命に至る道が開かれます。

その道のゴールは、イエス・キリストの栄光の光です。

2022年、オメガのすべての歩みが主の愛の道を歩き、みことばがその道の光となって、神が愛される日本

の天の扉が開き、大いなる恵みの雨が降り注ぎますよう、新しい年も霊と真心をもって、共に主にお仕えして

まいりたいと思います。

あなたの庭で過ごす一日は千日にまさる恵みです。主に逆らう者の天幕で長らえるよりは、わたしの神の家の

門口に立っているのを選びます。主は太陽、盾。神は恵み、栄光。完全な道を歩く人に主は与え、良いものを

拒もうとはなさいません。万軍の主よ、あなたに依り頼む人は、いかに幸いなことでしょう。

詩編84編11～13節（新共同訳）

ローマ人への手紙11章26節

11節と12節でゼカリヤが質問してい
ます。「『燭台の右左にある、この二本の
オリーブの木は何ですか。』私は再び尋ね
て言った。『二本の金の管によって油を
そそぎ出すこのオリーブの二本の枝は何
ですか』」。 燭台の上部にある大きな鉢に、
金の管でつながっているオリーブの枝か
ら油が注ぎ出されています。御使いが、

「これらは、全地の主のそばに立つ、ふ
たりの油そそがれた者だ」（4:14）と言っ
ています。光がともされている燭台の両
側に立っている二人の油注がれた者とは、
主が全地に遣わされる二人のメシアです。
メシアとはヘブライ語で「油注がれた者」
と言います。ここで起こっていることを、
4章6節から見ていきましょう。

「権力によらず、
能力によらず、
わたしの霊によって」
ゼカリヤ書4章6節と7節、「すると彼
は、私に答えてこう言った。「これは、ゼ
ルバベルへの主のことばだ。『権力によ
らず、能力によらず、わたしの霊によっ
て』と万軍の主は仰せられる。大いなる
山よ。おまえは何者だ。ゼルバベルの前
で平地となれ。彼は、『恵みあれ。これに
恵みあれ』と叫びながら、かしら石を運
び出そう」

6節で、「これは、ゼルバベルへの主
のことばだ。『権力によらず、能力によら
ず、わたしの霊によって』」と、ゼルバベ
ルの祈りの答えを伝えています。彼が心
から望んで祈っている答えは、ダビデの
血筋である彼と大祭司ヨシュアの権勢に

ゼカリヤ書4章10節、「だれが、その
日を小さな事としてさげすんだのか。こ
れらは、ゼルバベルの手にある下げ振り
を見て喜ぼう。これらの七つは、全地を
行き巡る主の目である」とあります。それ
は、ゼルバベルの祈りと行いは小さなこ
とだと思われるかもしれませんが、これ
こそ大いなる出来事です。それもそのは
ず、第二神殿にイエス様がおいでになっ
たのですから。そして、メシアであるイ
エス様は人類を救済するため、十字架に
架かられたのです。

しかし、ユダヤ民族がイエス様を拒否
したため、民族的救いはこの時には成就
しませんでした。このゼカリヤ書の預言
の成就が、黙示録11章の二人の証人で
す。彼らによってユダヤ人の民族的救い
が始まるのです。ゼカリヤ書4章10節に、

「これらの七つは、全地を行き巡る主の
目である」と説明されています。七つの7
倍である49の光は、全地を見通すシャ
カイナグローリーだと考えられます。

黙示録11章5節、「彼らに害を加えよ
うとする者があれば、火が彼らの口から

出て、敵を滅ぼし尽くす。彼らに害を加え
ようとする者があれば、必ずこのように
殺される」とありますが、奇跡的な力が
この二人の証人であるメシアに与えられ
ています。彼らを殺そうとする者は、彼
らの口から出る火で必ず殺されるのです。

現在の社会でこのような事が起こった
場合、まずは世界中のジャーナリストが
やってきます。衛星放送やインターネッ
トなどを通して、世界中の人々がその光
景を見るでしょう。そして、二人の証人

の福音伝道は、世界中で誰もが聞きたく
ないと拒絶している言葉、「イエス・キリ
ストこそ唯一の真の神、天地万物の創造
主であり、人類の救い主です。十字架に
架かられ、あなた方の罪をあがなわれま
した。イエスを信じる者が救われるため
です」と語るのです。

それを聞いた多くの人々は、二人の証
人を殺そうとしますが、逆に殺されます。
その事が世界ニュースとなり、福音が全
世界に伝わって14万4千人の伝道師の
働きが前進することでしょう。こうして、
ゼルバベルの祈りが答えられ、ローマ人への
手紙11章26節の、「イスラエルはみな
救われる」のみことばが成就するのです。

終末時代に近くなったこの時代に生き
ている私たちも、ダニエルがユダヤ民族
の悔い改めのために祈ったように、また、
ゼルバベルの祈りが聞かれたように、日
本の人々の救いのためにさらに祈ってま
いりましょう。イエス様の愛で日本が覆
われますように。積年の祈りによって、
皆様のご家族やご友人たちが一日も早く
救われますように。

在主

の主の御前にある二本のオリーブの木、
また二つの燭台である」というのは、ゼ
カリヤ書で預言されている「二本のオ
リーブの木」に関連しています。

ゼカリヤ書4章1節から3節、「私と話
していた御使いが戻って来て、私を呼び
さましたので、私は眠りからさまされた
人のようであった。彼は私に言った。

『あなたは何を見ているのか。』そこで私
は答えた。『私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています。また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります』」

こうして、イスラエルはみな救われるのです。

よらず、神殿を建てている技術者の能力に
よらず、神様の霊によって答えられるの
だと言っています。

7節で、「大いなる山よ。おまえは何
者だ。ゼルバベルの前で平地となれ」と
心を込めて祈っているゼルバベルに対し
て、大きな山もへりくだって平らになる
ほど彼を崇拝せよと神様が命令していま
す。いったいゼルバベルがどんな祈りを
して、神様が彼をこんなに高く上げてい
らっしゃるのでしょう。

7節で、「彼は、『恵みあれ。これに恵
みあれ』と叫びながら、かしら石を運び
出そう」と祈っています。ゼルバベルが、
第二神殿のかしら石を運びながら叫んで
いる祈りは、このかしら石に主の恵みが
あり、イスラエルが民族的にダビデ王の
時代のごとく、国中で主を礼拝するリバ
イバルが起こるようにと願っているのです。
震えるように願うゼルバベルの祈りが天
に届き、主の霊によって起こされる二人
の油注がれた者によって、必ず預言が成
就するのだと言っているのです。

2022年1月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

これは、ユダヤ民族がバビロン捕囚か
らエルサレムへ帰還した時期の、BC538
年の出来事です。ユダ族ダビデの血筋で
ある総督ゼルバベルが、大祭司ヨシュア
と共に、第二神殿を再建し始めた時に与
えられた預言です。

2節で、「私が見ますと、全体が金で
できている一つの燭台があります。その
上部には、鉢があり、その鉢の上には七
つのともしび皿があり、この上部にある
ともしび皿には、それぞれ七つの管がつ
いています」。ゼカリヤが見ているものは、
金で出来ている燭台の上部に49本の管
が通っており、49個のともしびがあると
思われます。この鉢の油によって、途切
れることのない49個のともしびは、神
様の栄光、シャカイナグローリーを表し
ているのでしょう。

3節で、「また、そのそばには二本の
オリーブの木があり、一本はこの鉢の右
に、他の一本はその左にあります」と書
かれています。この二本のオリーブの木
が、黙示録11章に現れる二人の証人で
す。

ゼカリヤ書4章11節から14節、「私
はまた、彼に尋ねて言った。『燭台の右
左にある、この二本のオリーブの木は何
ですか。』私は再び尋ねて言った。『二本
の金の管によって油をそそぎ出すこのオ
リーブの二本の枝は何ですか。』すると彼
は、私にこう言った。『あなたは、これら
が何か知らないのか。』私は言った。『主
よ。知りません。』彼は言った。『これら
は、全地の主のそばに立つ、ふたりの油
そそがれた者だ』」

(C)FreeBible images
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7章 の14万4千 人 は、大 患 難 時 代、
主によって守られ、7年間の伝道を続け
ます。しかし、二人の証人の伝道活動は
3年半（1260日）だけです。神様から遣わ
された二人の証人は、荒布を着ています。

ダニエルは、ユダヤ人が間もなくバビ
ロン捕囚を終えて、エルサレムに帰還す
ることを、エレミヤの預言を通して知り
ました。そこでダニエルは、すぐに荒布
を着て、ユダヤ民族の悔い改めと預言の
成就のために、断食して祈り始めました。
荒布を着ることは、主の御前にへりくだ
り、主の御心を行うことです。

このエルサレムで伝道する二人の証人
は、ご再臨を間近に迎えていることを
知って、ユダヤ人の救いのため、そして、
世界の救いのために、主の御前にへりく
だっているのです。4節で、「彼らは全地

エルサレムに送られる
伝道師たち（新改訳第3版使用）

黙示録11章3節からは話題が変わって、
エルサレムに遣わされる「二人の証人」の
預言について見てみます。黙示録7章で
14万4千人の証人が、大患難時代の始
まりに、世界の四隅に遣わされ、数える
ことができないほどの異邦人が救われる
という預言が語られていました。そして、
同じ大患難時代の始まりに、エルサレム
に「二人の証人」が遣わされます。

第2の災いの、第6のラッパが終わっ
たところで、7年間の大患難時代の前半
が終わりました。黙示録11章では再び
大患難時代の始まりに戻り、第三神殿と
二人の証人の預言に話題が変わります。

黙示録11章3節と4節、「『それから、
わたしがわたしのふたりの証人に許すと、
彼らは荒布を着て千二百六十日の間預言
する。』彼らは全地の主の御前にある二本の
オリーブの木、また二つの燭台である」

　
3節で「わたしがわたしのふたりの証

人に許すと、彼らは荒布を着て千二百六
十日の間預言する」という1260日間とは、
聖書暦の3年半と同じです。私たちのカ
レンダーは、1年が365日の太陽暦です
が、聖書暦は1年が360日の太陰暦で
す。これは、7年間の大患難時代の前半
の1260日です。

ゴールは
イエスキリストの栄光の光

万軍の主よ、あなたのいますところは、どれほど愛されていることでしょう。

主の庭を慕って、わたしの魂は絶え入りそうです。命の神に向かって、わたしの身も心も叫びます。あなたの

祭壇に、鳥は住みかを作り、つばめは巣をかけて、雛を置いています。

万軍の主、わたしの王、わたしの神よ。いかに幸いなことでしょう、あなたの家に住むことができるなら、

まして、あなたを賛美することができるなら。

いかに幸いなことでしょう。あなたによって勇気を出し、心に広い道を見ている人は。

嘆きの谷を通るときも、そこを泉とするでしょう。雨も降り、祝福で覆ってくれるでしょう。

詩編84編2～7節（新共同訳）

2022年、主の特別な恵みの年となりますよう心よりお祈り申し上げます。

私たちは、激動の時代を通過していますが、主の愛は、人を創造されたその日から、神の国の完成する

その日まで、一瞬たりとも一秒たりとも途切れることのない愛です。

その愛のうちにとどまり、主の道を歩み続ける時、嘆きは喜びへ、涙は賛美へ変えられていきます。さらに、

聖霊の助けと導きによって、主の大庭へ、至聖所へと招かれ、主との祈りの交わりのうちに生きる者として、

永遠の命に至る道が開かれます。

その道のゴールは、イエス・キリストの栄光の光です。

2022年、オメガのすべての歩みが主の愛の道を歩き、みことばがその道の光となって、神が愛される日本

の天の扉が開き、大いなる恵みの雨が降り注ぎますよう、新しい年も霊と真心をもって、共に主にお仕えして

まいりたいと思います。

あなたの庭で過ごす一日は千日にまさる恵みです。主に逆らう者の天幕で長らえるよりは、わたしの神の家の

門口に立っているのを選びます。主は太陽、盾。神は恵み、栄光。完全な道を歩く人に主は与え、良いものを

拒もうとはなさいません。万軍の主よ、あなたに依り頼む人は、いかに幸いなことでしょう。

詩編84編11～13節（新共同訳）

ローマ人への手紙11章26節

11節と12節でゼカリヤが質問してい
ます。「『燭台の右左にある、この二本の
オリーブの木は何ですか。』私は再び尋ね
て言った。『二本の金の管によって油を
そそぎ出すこのオリーブの二本の枝は何
ですか』」。 燭台の上部にある大きな鉢に、
金の管でつながっているオリーブの枝か
ら油が注ぎ出されています。御使いが、

「これらは、全地の主のそばに立つ、ふ
たりの油そそがれた者だ」（4:14）と言っ
ています。光がともされている燭台の両
側に立っている二人の油注がれた者とは、
主が全地に遣わされる二人のメシアです。
メシアとはヘブライ語で「油注がれた者」
と言います。ここで起こっていることを、
4章6節から見ていきましょう。

「権力によらず、
能力によらず、
わたしの霊によって」
ゼカリヤ書4章6節と7節、「すると彼
は、私に答えてこう言った。「これは、ゼ
ルバベルへの主のことばだ。『権力によ
らず、能力によらず、わたしの霊によっ
て』と万軍の主は仰せられる。大いなる
山よ。おまえは何者だ。ゼルバベルの前
で平地となれ。彼は、『恵みあれ。これに
恵みあれ』と叫びながら、かしら石を運
び出そう」

6節で、「これは、ゼルバベルへの主
のことばだ。『権力によらず、能力によら
ず、わたしの霊によって』」と、ゼルバベ
ルの祈りの答えを伝えています。彼が心
から望んで祈っている答えは、ダビデの
血筋である彼と大祭司ヨシュアの権勢に

ゼカリヤ書4章10節、「だれが、その
日を小さな事としてさげすんだのか。こ
れらは、ゼルバベルの手にある下げ振り
を見て喜ぼう。これらの七つは、全地を
行き巡る主の目である」とあります。それ
は、ゼルバベルの祈りと行いは小さなこ
とだと思われるかもしれませんが、これ
こそ大いなる出来事です。それもそのは
ず、第二神殿にイエス様がおいでになっ
たのですから。そして、メシアであるイ
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確かに私が携わらせていただいた日本
CGNTVによる『シャロームイスラエル 
SeasonⅡ』の制作された3年前でさえ、
まだ「イスラエル」、「黙示録」、「聖書預
言の成就」という観点からの、積極的な
情報発信を目にする機会はあまりありま
せんでした。それがどうでしょう、ほんの
ここ数年で、黙示録自体が抵抗なく、む
しろ「当たり前」に読まれつつあるのです。
全国の900近い教会のドアを一つずつ叩
きながら、イスラエルを軸に聖書の本来
の姿を伝え続けることで、日本の霊的な
扉を一つずつこじ開けるように歩いて来ら
れた栄子先生。

またオメガ・ジャパン同様、「日本のす
べての教会に仕える」ことを存在目的に掲
げる日本CGNTVも、この番組が教会の
さらなる一致のために用いられるよう、
最大限の配慮と祈りの中で制作を進めて
くださったのです。

こうして無事に全収録を終えた『シャ
ロームイスラエル』シリーズは、番組放送
後、数年たった今日も、YouTubeでその
視聴回数が伸び続けています。

今のこの時点から、神の恵みとしか言
いようのないこれらすべてを振り返って眺
めた時、改めて深い感動を覚えると同時
に、イエス様だけを見上げながら歩き続
けてきた栄子・スティーブンス師の、そ
の道のりに蒔かれた「福音の種」が芽吹き
出した様を見る思いがいたします。

ついに、とうとう！「シャローム
ニッポン

日本」と
題し、この「終わりの時」が近い日本に置
かれた私たち「日本人だからこそ！」とい
う、福音伝道に対する確信の分かち合い
を目指した連載企画を開始いたします。

主のもう一度来られる日を待ち望み、
そしてこの日本で、その日に備えて祈る
人々が次 と々立ち上げられていく姿をしっ
かりとイメージしつつ、2022年もオメ
ガ・ジャパンが皆様と共に進んでいくこと
ができますように、心からのお祈りを捧げ
ます。

主の御名を賛美いたします！

現代社会が経験したことのないパンデ
ミックにより、あらゆる意味で世界の様
相が変わってしまった2021年、皆様と共
に主の守りの中に置かれて過ごすことの
できた恵みに深く感謝し、主を賛美いた
します。

その時、方々で地震が起き、疫病が流
行り、

ききん

飢饉が起こる
マタイの福音書24章で、イエス様ご自

身が、「世の終わり」の前兆として預言さ
れました。

「終末」、「世の終わり」という言葉には、
悲惨で暗いイメージがついて回ります。
黙示録は、まさに「終末」に関する預言の
書。しかし、その「世の終わり」が啓示さ
れた「黙示録」こそ、私たちが最も待ち望
むべき、人間に向けられた神様のラブス
トーリーの完結であり、しかもそれは暗
いどころか、これ以上ない超ハッピーエン
ドだったなんて！

これは私自身も含め、このオメガ・
ジャパンのニュースレターを読まれている
皆様に共通した、「飛び上がりたくなる」
ような喜びの思いなのではないでしょうか。

（ちなみに、世の終わり、という部分の
聖書の英語訳は、「end of the world」で
はなく、「end of the age」つまり“時代”

の終わり、となっています。神様に背を
向け、人間が人間を治めるという、今の
残酷な“時代”が終わり、完全なる愛であ
る神がこの世を治める“時代”が始まる、
ということです。英語だと、より明確なイ
メージがわくような気がします）

栄子・スティーブンス先生によるバイ
ブルシェアを通して私たちがシェアして頂
いたのは、バイブルだけではなく、突き
詰めれば、そこに示された神様の「完全
なる愛」であったのだと思います。

書 籍、セミナー、講 演 会、インター
ネットTV放送などを通じて、オメガ・
ジャパンはイエス・キリストの再臨の恵み
をこの日本に伝えるため、「聖書が預言
書」であること、とりわけ黙示録で約束さ
れた恵みを分かち合うことで、日本のす
べての教会に仕えることを目指して歩いて
来られました。その過程で、私のような
者でさえ、主の愛に目が開かれた者とし
て頂きました。

感謝を言葉で表すことさえできません。

聖書の世界から遠く離れた現代の日本
に生きる私たち。にもかかわらず、イスラ
エルを軸に聖書と再会した時に、多くの
人同様、私も、それが100％成就する預
言書であることを発見し、これまで見え
なかったキリスト・イエスの姿を再発見
することになりました。そして何と、私た
ちのこの時代こそ、聖書時代の真っ只中

どころか、その完結に極めて近い時代で
あることも。

しかし、聖書の全体像が見えてきた興
奮の裏で、同時に心に湧き上がる一つの
思いがあるのです。

そのような特別な時代に生きる、本来
異邦人である私たち日本人とは…。この
時に、私たち日本人が主の愛に応答する
ために、福音伝道をどうとらえればよい
のか…。

設立から間も無く15年を迎えようとし
ているオメガ・ジャパン。その歩みの原
動力となって来たのは、設立当初から創
立者である栄子・スティーブンス先生に
一貫して示された日本への重荷、リバイバ
ルへの思いでした。先生は日本CGNTV

『シャロームイスラエル SeasonⅡ』でも、
その思いを語られました。アメリカ、イス
ラエルと半世紀にわたって海外に召され
ながら、どこにあっても日本のリバイバル
への渇望と祈りが止むことはなく、40年
以上持ち続けたその思いは、むしろます
ます大きくなっていることを告白されてい
ます。

その栄子先生にとっても、近年多くの
教会で黙示録の学びやセミナーなどが行
われるようになり、殊にここ数年の状況
は、オメガ・ジャパン設立当時からは想
像だにできなかったことであり、まさに

「隔世の感」だそうです。

新連載  ついに、とうとう！   「シャローム日本！」 
次号よりスタート！
栄子・スティーブンス先生と輪嶋東太郎氏による対談シリーズ
神様からのラブレターである『聖書』を愛する日本の人々への分かり　 やすいバイブルトーク ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表

音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
とうたろうわじま

ニッポン

そのような中で迎える2022年、これま
での歩みの、さらにその先にある天の扉
を開くため、新たな企画を持って挑戦を
し続けます。

このような時に、この日本に置かれた、
私たち…

にもかかわらず
それでもなお
だからこそ、
今イスラエルを経由して、シャロームを

日本へ。
「シャロームイスラエル」から「シャロー
ム

ニッポン

日本」へ。
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今イスラエルを経由して、シャロームを

日本へ。
「シャロームイスラエル」から「シャロー
ム

ニッポン

日本」へ。



黙示録の大切な部分を深く学ぶ、聖書を熟知した方にも入門編として学ぶ方にも
最適なセミナーです。
1. イントロダクション：黙示録学習の基礎とダニエルの七十週　2. 7つの封印
と終末の伝道師たち　3. 反キリスト　4. イスラエルの悔い改めと再臨

難しいと言われている「黙示録」を栄子・スティーブンスが分かりやすく語り、
丁寧（ていねい）に解説しています。
内容：イントロダクション、7つの教会、ダニエルの70週、封印の裁き、144,000人
の伝道師、ラッパの裁き、二人の証人、ユダヤ人の逃亡、反キリスト、獣の刻印、
鉢の裁き、大バビロン、小羊の婚姻、再臨、千年王国、新天新地

契約の箱には何が入っているの？！
異邦人の時って、いつからいつまで？
イスラエルと教会は、どう違う？
教会は個人的交流？イスラエルは民族的交流？
他36話

神様の壮大な「救いのご計画」は、イスラエルを抜きに語ることはできません。
聖書預言の成就とキリストの再臨までを学ぶことができます。
1. アブラハム契約　2. 歴史に見るユダヤ人の役割と主の働き　3. 時のしるし
―エゼキエル編－　4. 時のしるし―ダニエル編－　5. 反キリストに備える　
6. ハルマゲドンと再臨

イスラエルは、世界や日本のリバイバルとどう関係しているのか、なぜイスラエル
がリバイバルの鍵となるのかを、みことばから解き明します。

聖書の中から5つのみことばを鍵として、近代史から現代社会で起こっている
出来事を、聖書の舞台である中東に焦点を当てて分かりやすく解説していきます。

特に黙示録ビギナーの方に向けて、黙示録、ダニエル書、四福音書を中心に、
重要なトピックを選び、平たくまとめております。中でも一番重要なトピックは、
「イエス・キリストの再臨」です。7年間の大患難時代の終わりに、再び地上にイエス・
キリストが来られます。

黙示録に記された7年間の大患難時代の前にイスラエルに起こる戦争を、旧約
聖書の預言者エゼキエルが約2600年前に預言しました。エゼキエルの預言が
いよいよ今の時代に動き出しています。

10 11

オメガ出版
お知らせ

日本CGNTV
クリスマス・年末年始感謝価格！
2022年1月11日（火）まで

TEL＆FAX：
06-6777-2117
Eメール：
book@omega.or.jp
オメガオンラインショップ　
https://omega.or.jp/shuppan/

ご注文・お問い合わせ

クレジットカード払いができます!

10～30％OFF!!

CD 小冊子

小冊子小冊子

小冊子

Live 
DVD/
  CD　

CD

小冊子
『聖書のことばはその通りになる』

小冊子
『終末の時代と
 イスラエルを取り囲む世界情勢』

小冊子
『イエス・キリストはもう一度来られる
 ～黙示録ダイジェスト～』

定価￥550（税込）

￥450（税込）
定価￥550（税込）

￥450（税込）

定価￥770（税込）

￥500（税込）

黙示録セミナーハイライトLive

『シャロームイスラエル｠SeasonⅠ』（全40話）

ハッピーエンド～聖書は神様からのラブレター～
ダニエルの預言
聖書の完結編（黙示録）
聖書が語るラブレターの全貌
他16話

『シャロームイスラエルSeasonⅡ｠』（全20話）
日本CGNTV『シャロームイスラエル』Ⅰ・Ⅱ好評放映中！

定価￥500（税込）

テキストのみ

￥450（税込）

定価￥4,000（税込）

CD4枚組またはDVD4枚組・
テキスト付　全268分

￥3,000（税込）

黙示録セミナー終末編

定価￥1,000（税込）
テキストのみ　A4版48頁（資料付き）

￥900（税込）

定価￥7,700（税込）
CD9枚組・テキスト付　全490分

栄子・スティーブンス著

栄子・スティーブンス著
栄子・スティーブンス著

栄子・スティーブンス著

B6/40頁

￥6,300（税込）

イスラエル・セミナー基礎編

定価￥500（税込）
テキストのみ

B6/40頁

B6/59頁

￥450（税込）

定価￥5,500（税込）
CD6枚組・テキスト付　全226分

￥4,000（税込）

小冊子
『聖書預言はどう実現しているのか』

定価￥550（税込）

B6/41頁

￥450（税込）

一般社団法人 オメガ・ジャパン

幻冬舎大学～大人のためのカルチャー講座～
第1回～第5回収録番組
講師：栄子・スティーブンス師
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏

第1回 「聖書は預言書である！」
～1900年の流浪の旅・ホロコースト・奇跡の建国～

第2回 「いまも成就し続ける、驚くばかりの預言」
～世界の四隅100カ国以上からの帰還～

第3回 「世界の目から隠されたユダヤ人の姿」
～オイルショック以来続く偏向報道～

第4回 「絶体絶命の危機を超える聖書の民、約束の土地」
～中東戦争の奇跡～

第5回 「聖書の預言はこう完結する」
～神の愛の勝利・死が終わりではないという希望へ～

「聖書の預言は成就する」全5回シリーズ

『イエスの足跡』（全10話）
栄子・スティーブンスがオメガツアー（イスラエル＆ヨルダン）で
解説したライブ感満載のメッセージ

1. 聖書の舞台 カペナウムを知ろう
2. 山上の垂訓を語られた丘！
3. イエス様が歩いた！ ガリラヤ湖
4. 聖書の有名な奇跡！ パンと魚の奇跡の教会
5. ペテロ召命教会
6. ペトラ黙示録セミナー
7. マサダ 散らされたイスラエルはこの地に帰ってくる！
8. 死海写本、衝撃の場所で見つかる！
9. エルサレム、黄金のドームとグレーのドーム

10. 鶏鳴教会！ ペテロが3度知らないと言った話

「オメガ黙示録セミナー」収録の様子
モーベンピック・リゾートホテル（ヨルダン・ペトラ）会議室にて

いつでもどこでも福音のメッセージ！｠「SOON」

2020年2月15日開催



黙示録の大切な部分を深く学ぶ、聖書を熟知した方にも入門編として学ぶ方にも
最適なセミナーです。
1. イントロダクション：黙示録学習の基礎とダニエルの七十週　2. 7つの封印
と終末の伝道師たち　3. 反キリスト　4. イスラエルの悔い改めと再臨

難しいと言われている「黙示録」を栄子・スティーブンスが分かりやすく語り、
丁寧（ていねい）に解説しています。
内容：イントロダクション、7つの教会、ダニエルの70週、封印の裁き、144,000人
の伝道師、ラッパの裁き、二人の証人、ユダヤ人の逃亡、反キリスト、獣の刻印、
鉢の裁き、大バビロン、小羊の婚姻、再臨、千年王国、新天新地

契約の箱には何が入っているの？！
異邦人の時って、いつからいつまで？
イスラエルと教会は、どう違う？
教会は個人的交流？イスラエルは民族的交流？
他36話

神様の壮大な「救いのご計画」は、イスラエルを抜きに語ることはできません。
聖書預言の成就とキリストの再臨までを学ぶことができます。
1. アブラハム契約　2. 歴史に見るユダヤ人の役割と主の働き　3. 時のしるし
―エゼキエル編－　4. 時のしるし―ダニエル編－　5. 反キリストに備える　
6. ハルマゲドンと再臨

イスラエルは、世界や日本のリバイバルとどう関係しているのか、なぜイスラエル
がリバイバルの鍵となるのかを、みことばから解き明します。

聖書の中から5つのみことばを鍵として、近代史から現代社会で起こっている
出来事を、聖書の舞台である中東に焦点を当てて分かりやすく解説していきます。

特に黙示録ビギナーの方に向けて、黙示録、ダニエル書、四福音書を中心に、
重要なトピックを選び、平たくまとめております。中でも一番重要なトピックは、
「イエス・キリストの再臨」です。7年間の大患難時代の終わりに、再び地上にイエス・
キリストが来られます。

黙示録に記された7年間の大患難時代の前にイスラエルに起こる戦争を、旧約
聖書の預言者エゼキエルが約2600年前に預言しました。エゼキエルの預言が
いよいよ今の時代に動き出しています。

10 11

オメガ出版
お知らせ

日本CGNTV
クリスマス・年末年始感謝価格！
2022年1月11日（火）まで

TEL＆FAX：
06-6777-2117
Eメール：
book@omega.or.jp
オメガオンラインショップ　
https://omega.or.jp/shuppan/

ご注文・お問い合わせ

クレジットカード払いができます!

10～30％OFF!!

CD 小冊子

小冊子小冊子

小冊子

Live 
DVD/
  CD　

CD

小冊子
『聖書のことばはその通りになる』

小冊子
『終末の時代と
 イスラエルを取り囲む世界情勢』

小冊子
『イエス・キリストはもう一度来られる
 ～黙示録ダイジェスト～』

定価￥550（税込）

￥450（税込）
定価￥550（税込）

￥450（税込）

定価￥770（税込）

￥500（税込）

黙示録セミナーハイライトLive

『シャロームイスラエル｠SeasonⅠ』（全40話）

ハッピーエンド～聖書は神様からのラブレター～
ダニエルの預言
聖書の完結編（黙示録）
聖書が語るラブレターの全貌
他16話

『シャロームイスラエルSeasonⅡ｠』（全20話）
日本CGNTV『シャロームイスラエル』Ⅰ・Ⅱ好評放映中！

定価￥500（税込）

テキストのみ

￥450（税込）

定価￥4,000（税込）

CD4枚組またはDVD4枚組・
テキスト付　全268分

￥3,000（税込）

黙示録セミナー終末編

定価￥1,000（税込）
テキストのみ　A4版48頁（資料付き）

￥900（税込）

定価￥7,700（税込）
CD9枚組・テキスト付　全490分

栄子・スティーブンス著

栄子・スティーブンス著
栄子・スティーブンス著

栄子・スティーブンス著

B6/40頁

￥6,300（税込）

イスラエル・セミナー基礎編

定価￥500（税込）
テキストのみ

B6/40頁

B6/59頁

￥450（税込）

定価￥5,500（税込）
CD6枚組・テキスト付　全226分

￥4,000（税込）

小冊子
『聖書預言はどう実現しているのか』

定価￥550（税込）

B6/41頁

￥450（税込）

一般社団法人 オメガ・ジャパン

幻冬舎大学～大人のためのカルチャー講座～
第1回～第5回収録番組
講師：栄子・スティーブンス師
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏

第1回 「聖書は預言書である！」
～1900年の流浪の旅・ホロコースト・奇跡の建国～

第2回 「いまも成就し続ける、驚くばかりの預言」
～世界の四隅100カ国以上からの帰還～

第3回 「世界の目から隠されたユダヤ人の姿」
～オイルショック以来続く偏向報道～

第4回 「絶体絶命の危機を超える聖書の民、約束の土地」
～中東戦争の奇跡～

第5回 「聖書の預言はこう完結する」
～神の愛の勝利・死が終わりではないという希望へ～

「聖書の預言は成就する」全5回シリーズ

『イエスの足跡』（全10話）
栄子・スティーブンスがオメガツアー（イスラエル＆ヨルダン）で
解説したライブ感満載のメッセージ

1. 聖書の舞台 カペナウムを知ろう
2. 山上の垂訓を語られた丘！
3. イエス様が歩いた！ ガリラヤ湖
4. 聖書の有名な奇跡！ パンと魚の奇跡の教会
5. ペテロ召命教会
6. ペトラ黙示録セミナー
7. マサダ 散らされたイスラエルはこの地に帰ってくる！
8. 死海写本、衝撃の場所で見つかる！
9. エルサレム、黄金のドームとグレーのドーム

10. 鶏鳴教会！ ペテロが3度知らないと言った話

「オメガ黙示録セミナー」収録の様子
モーベンピック・リゾートホテル（ヨルダン・ペトラ）会議室にて

いつでもどこでも福音のメッセージ！｠「SOON」

2020年2月15日開催



Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

https://omega.or.jp/

■ゆうちょ銀行   00900-7-313674
■三菱UFJ銀行  玉造支店（普通）口座番号：0125795
■三井住友銀行  玉造支店（普通）口座番号：6695584
■みずほ銀行     天満橋支店（普通）口座番号：1337738

一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
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1
祈りの課題

2

編集後記

このニュースレターを制作している時に、いつも編集をしてくださっている細井さんが災害級の台風に見舞われました。心や体、
経済やインフラなどの上に御守りがありますよう。
大きな天災が起こるたびにどうしてこんなことがと思わされます。ただ一方、罪もないのに十字架で死刑になられた主を覚えます。
誰よりも理不尽を知る方。そして主はその理不尽を栄光に変えられました。主よ来たりませ。（デザイナー北上郷一郎）

新連載 次号よりスタート！！
O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r 117

2022 JAN. issue
n°

─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

Omega Japan

02 増山浩史師

横田 聖子07

12

ゴールはイエスキリストの栄光の光

新年のごあいさつ

輪嶋 東太郎氏08

10 お知らせ：オメガ出版／日本CGNTV
お知らせ／祈りの課題 他
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

ビル＆栄子・スティーブンス師夫妻のために
　皆様のお祈りに支えられ守られていることを感謝いたします。
アメリカでの講演活動と、祈りの中で過ごされている栄子先生と
ご主人のビル先生の健康が守られ、さらなる油注ぎと霊的祝福が
ありますようお祈りください。
　今年からニュースレターの対談や黙示録セミナーの質疑応答形式
のプレミアムセミナーのお申し込みに応え、オンラインセミナーの
開催も随時、受け付けてまいります。日本の教会の霊的祝福がさらに
満ちあふれますようお祈りください。

オメガに与えられた使命と役割のために
　神様からのラブレターである聖書とイエス・キリストが再び来ら
れるという「再臨の福音」をさらに日本の人 と々世界の人々へ伝えて
いくことができるように。
　2022年2月号より新連載「シャローム

ニッポン

日本！」がスタートします。
すべての日本人に向けられている神様の愛を、創世記から黙示録
まで一貫した神のことばとして受け止め、学びます。そして、日本の
歴史や文化、現代の諸問題など様々な視点から、栄子・スティーブンス
先生と輪嶋東太郎氏のトークスタイルで伝える新しいスタイルの
福音伝道のニュースレター制作に挑戦します。共にお祈りください！

03 栄子・スティーブンス Voice From Revelation 黙示録シリーズ Vol.19 未来の預言―その11
DVD4枚組 上巻全540分/下巻564分
各¥2,750（税込）

『シャローム
  イスラエルⅠ』
DVD好評発売中！ 

ゼカリヤ書の預言と「二人の証人」

新連載「シャローム日本」 次号よりスタート ！
ニッポン

シャローム日本！
ニッポン

「神が愛されている日本を
  わたしたちも愛します！」

栄子・スティーブンス先生と
輪嶋東太郎氏による対談シリーズ
神様からのラブレターである『聖書』を愛する
日本の人々への分かりやすいバイブルトーク
乞うご期待！！

各￥2,000（税込）
2022年1月11日（火）まで


